
令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料

活動団体名：公益財団法人東近江三方よし基金

活動地域 ：滋賀県東近江市

活動におけるテーマ・キャッチコピー

～人と自然・人と人のつながりの先に～

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む ✓

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む





目指す地域の姿（地域版マンダラ）
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今年度の取組を通じて得た気づきや課題

【今年度の事業化支援を通じた取組の中で、新たに得た気づきや課題】

（新たに得た気づき）

• ｢自然資本への社会的投資｣の｢企業ニーズの把握」：小さな自然再生の取組に対して、資
金提供をしてもよい地域企業が存在することが、SIBの出資の営業活動を行い把握できた。

• 出資募集の一定期間の確保が必要：企業が出資するためには、社内の稟議、決定までに
一定の期間が必要である。

• 現地活動は社会関係資本の醸成につながる：会議でなく、簡易魚道の見試しという現場で
の協働活動を通して、利害関係者のつながりが醸成できる。

（課題）

• 継続性：小さな自然再生の取組の継続性。（市民への普及活動、活動の担い手育成、活
動資金の確保）

【今年度の事業化支援の過程で解決しきれなかったことや積み残し、将来的な解決が必要と
感じていること】

• 事業化：持続可能な活動とするための事業化（例えばエコツアー化など）の検討

• インパクト評価：事業化した取組の効果の見える化（環境、経済、社会への波及効果の定
量化）の手法検討

• パブリックアクセス：市民や市域外の方は自然資本や取組などへのアクセス手法の検討

• 多様な資金調達：寄付、助成、融資、出資など資金調達の手法検討



今後の展望
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【今後、チャレンジしていきたい事項】

• 東近江市の森里山湖の自然資本を保全・再生・活用する事業の想定

農林水産物の生産・販売や6次産業化

カーボンクレジットや生物多様性オフセット

エコツーリズムやレクリエーションサービス など

• 事業のインパクト評価の手法検討

環境 CO2の削減、生物多様性、土壌・水質の保全など

経済 地域内循環、地域外からの資金流入

社会 自然と人のつながり、人と人のつながり時間 など

• 自然資本へのインパクト投資など多様な資金調達の想定

寄付、助成、融資、出資 など

・ 周辺企業、地元集落を巻き込んだ小さな自然SIB

【つながりたい専門技術を持った人・企業】

• 自然資本へのインパクト投資やインパクト評価の専門家


